
5.用途�

優れた耐食性と潤滑性。低トルクでクリーンなユニットが登場。�

1.特長�

優 れ た 耐 食 性�

潤滑寿命が長い�

クリーンな環境維持�

軸受トルクが低い�

互　　換　　性�

食品機械，包装機械，繊維機械，化学機械等，主にクリーンな環境が望まれる用途に適している。�

本シリーズの標準はルブガード ベアリングですが，食品機械用グリースや耐熱用グリースなどの潤滑剤を封入した�
ステンレス製ユニットについては，NSKにご相談ください（玉軸受の備考参照）。�

マルテンサイト系ステンレス鋼（SUS440C相当品）�

マルテンサイト系ステンレス鋼（SUS440C）�

オーステナイト系ステンレス鋼（SUS304）�

ニトリルゴム�

マルテンサイト系ステンレス鋼（SUS410）�

オーステナイト系ステンレス鋼鋳鋼品（SCS13）�

軌　道　輪�

転　動　体�

スリンガ・保持器�

ゴムシール�

Wポイント止ねじ�

部　　品� 材　　料�

軸　受�

マルテンサイト系ステンレス鋼 SUS440C, SUS410 �

オーステナイト系ステンレス鋼 SUS304, SCS13�

高炭素クロム軸受鋼 SUJ2 �

炭素鋼・鋳鉄�

条　　件�

材　　料�
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大　気　中�

乾　気� 湿　気�

水　　　中�

自然水� 海　中� 硝　酸� 塩　酸�硫　酸�

酸�

備考）これらのデータは素材表面の腐食状況を確認したもので，防錆処理などによっては改善できる場合があります。�
　　　軸受としての液中使用は推奨できません。�

NSKステンレスシリーズは，ステンレス製の玉軸受とステンレス製の軸受箱を組合せ
たユニットで，一般の鋳鉄製ユニットにくらべ優れた耐食性を有しています。�
�
ルブガード®ベアリングは特殊固形潤滑剤を軸受内に封入した軸受です。固形潤滑剤は，
潤滑油と，潤滑油に親和性のあるポリオレフィン樹脂からなる固形状の材料で，潤滑
油を多量に含有しています。この固形潤滑剤からしみ出す油により，長時間の潤滑を
可能にしました。�
�
使用環境を油で汚さない。�
固形潤滑剤から長時間しみ出す油で潤滑でき，煩わしい給脂が不要です。�
�
低トルクを実現。�
軸受表面を特殊処理後，固形潤滑剤を充填することにより，未処理の当社従来品に比
べ転動体のスムーズな回転を可能にしました。�
（特許申請中）�
�
取付関係寸法はNSK従来品と同じです。国内他社のベアリングユニットとも互換性が
あります。�

2.材料�

3.許容温度範囲及び許容回転数�

4.耐食性�

6.特殊仕様�

ルブガード ベアリングは軸受外輪温度－15～80℃の範囲でご使用ください。また長時間使用する場合は60℃以下を推奨します。�
�dn値：12×104　　　〔dn＝軸受内径寸法d（mm）×使用回転数n（min－1）〕�
�注)この許容温度範囲と許容dn値は標準仕様（ルブガード ベアリング）の場合です。�
�　 この値を超えるものが必要な場合は，NSKにご相談ください。�

◎ 極めて良い　○ 良い　△ やや悪い　▲ 悪い　× 極めて悪い�

玉軸受ユニット ステンレスシリーズ�

軸　受　箱�

玉軸受ユニットステンレスシリーズ

富 士 営 業 所 TEL.0545-32-1550（代） FAX.0545-32-1551
沼 津 営 業 所 TEL.0559-21-0115（代） FAX.0559-21-3362
袋 井 駐 在 TEL.0538-43-0811（代） FAX.0538-43-0833

西日本カンパニー
大 阪 精 機 支 社 TEL.06-6945-8164（代） FAX.06-6945-8175
大 阪 第 一 支 社 TEL.06-6945-8154（代） FAX.06-6945-8173
大 阪 第 二 支 社 TEL.06-6945-8155（代） FAX.06-6945-8174
西日本カンパニー販売技術部 TEL.06-6945-8168（代） FAX.06-6945-8178
京 滋 支 社 TEL.075-341-4775（代） FAX.075-341-4745
兵 庫 支 社 TEL.0792-89-1521（代） FAX.0792-89-1675
四 国 支 社 TEL.089-941-2445（代） FAX.089-941-2538
中 国 支 社 TEL.082-285-7760（代） FAX.082-283-9491
九 州 支 社 TEL.092-451-5671（代） FAX.092-474-5060

滋 賀 営 業 所 TEL.077-552-8710（代） FAX.077-552-8388
高 松 営 業 所 TEL.087-866-4141（代） FAX.087-867-4660
福 山 営 業 所 TEL.0849-54-6501（代） FAX.0849-54-6502
福 山 東 営 業 所 TEL.0849-41-2975（代） FAX.0849-41-8279
岡 山 営 業 所 TEL.0862-44-4166（代） FAX.0862-44-4145
北 九 州 営 業 所 TEL.093-531-1861（代） FAX.093-531-6625
久 留 米 営 業 所 TEL.0942-44-8488（代） FAX.0942-44-8490
熊 本 営 業 所 TEL.096-367-7611（代） FAX,096-367-7631
西 条 駐 在 TEL.0824-23-9549（代） FAX.0824-23-9545
山 陰 駐 在 TEL.0852-52-5395（代） FAX.0852-52-5397
大 分 駐 在 TEL.097-558-8750（代） FAX.097-558-3671
南 九 州 駐 在 TEL.0995-48-8863（代） FAX.0995-48-8864

東 京 第 二 支 社 TEL.03-3779-7312（代） FAX.03-3779-7437
東 京 第 三 支 社 TEL.03-3779-7327（代） FAX.03-3779-7437
西 東 京 支 社 TEL.0426-23-5371（代） FAX.0426-24-5398
西 関 東 支 社 TEL.046-223-9911（代） FAX.046-223-9910
日 立 支 社 TEL.0294-36-3382（代） FAX.0294-35-8391
北 関 東 支 社 TEL.0276-48-1575（代） FAX.0276-48-1620
長 野 支 社 TEL.0266-58-8800（代） FAX.0266-58-7817
新 潟 支 社 TEL.025-247-0134（代） FAX.025-247-0140
東 北 支 社 TEL.022-261-3735（代） FAX.022-261-3768

札 幌 営 業 所 TEL.011-231-1400（代） FAX.011-251-2917
横 浜 営 業 所 TEL.045-335-2433（代） FAX.045-332-3738
宇 都 宮 営 業 所 TEL.028-624-5664（代） FAX.028-624-5674
甲 府 営 業 所 TEL.055-222-0711（代） FAX.055-224-5229
熊 谷 営 業 所 TEL.048-526-7101（代） FAX.048-526-7088
上 田 営 業 所 TEL.0268-26-6811（代） FAX.0268-26-6813
郡 山 営 業 所 TEL.024-934-8061（代） FAX.024-939-2455
鹿 嶋 駐 在 TEL.0299-82-6881（代） FAX.0299-82-6883

中部カンパニー
名 古 屋 支 社 TEL.052-571-6327（代） FAX.052-571-6396
名古屋精機支社 TEL.052-571-6408（代） FAX.052-571-6396
三 河 支 社 TEL.0566-98-7711（代） FAX.0566-98-3200
豊 橋 支 社 TEL.0532-61-3195（代） FAX.0532-63-4615
静 岡 支 社 TEL.054-237-0717（代） FAX.054-237-3047
北 陸 支 社 TEL.076-242-5261（代） FAX.076-242-5264

浜 松 営 業 所 TEL.053-411-7834（代） FAX.053-464-6968
静 岡 営 業 所 TEL.054-237-0717（代） FAX.054-237-3047

本 　 　 社 TEL.03-3779-7111（代） FAX.03-3779-7431
欧 　 米 　 部 TEL.03-3779-7120（代） FAX.03-3779-7433
ア ジ ア 総 本 部 TEL.03-3779-7121（代） FAX.03-3779-7433
東日本自動車第二部（大崎） TEL.03-3779-7361（代） FAX.03-3779-7439
東日本自動車第二部（名古屋） TEL.052-566-4633（代） FAX.052-566-4640
東日本自動車第一部（厚木） TEL.046-223-8881（代） FAX.046-223-8880
東日本自動車第三部（宇都宮） TEL.028-624-4270（代） FAX.028-624-4271
東日本自動車第三部（太田） TEL.0276-46-6410（代） FAX.0276-46-6444
中部日本自動車部（豊田） TEL.0565-31-1920（代） FAX.0565-31-3929
中部日本自動車部（浜松） TEL.053-456-1161（代） FAX.053-453-6150
西日本自動車部（広島） TEL.082-284-6501（代） FAX.082-284-6533
西日本自動車部（大阪） TEL.06-6945-8169（代） FAX.06-6945-8179

本 　 　 社 TEL.03-3495-8200（代） FAX.03-3495-8240

東日本カンパニー
東 京 精 機 支 社 TEL.03-3779-7291（代） FAX.03-3779-7435
東 京 第 一 支 社 TEL.03-3779-7324（代） FAX.03-3779-7437

このカタログの内容については、技術的進歩及び改良に対応するため製品の外観、仕様
などは予告なしに変更することがあります。なお、カタログの制作には正確を期するた
めに細心の注意を払いましたが、誤記脱漏による損害については責任を負いかねます。

NSK販売店

日本精工株式会社は、外国為替及び外国貿易法等により規制されている製品・
技術については、法令に違反して輸出しないことを基本方針としております。
規制に該当する当社製品を輸出される場合は、同法に基づく輸出許可を取得さ
れますようお願い致します。
なお、当社製品の輸出に際しては、兵器・武器関連用途に使用されることのな
いよう十分留意下さるよう合わせてお願い致します。

東京都品川区大崎1-6-3 日精ビル 〒141-8560
http://www.nsk.com

お問合せは―カタログ資料のご請求または、技術相談は、もよりの支社・営業所・駐在にお申し付けください。

無断転載を禁ずる

CAT. No.1235 2000 E-9 ©日本精工株式会社 2000

東京都品川区大崎1-6-3 日精ビル 〒141-8575
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F-UCFM204/LP99

F-UCFM205/LP99

F-UCFM206/LP99

F-UCFM207/LP99

F-UCFM208/LP99

F-UCFM209/LP99

F-UCFM210/LP99

M10

M14

M16

0.5

0.6

0.9

1.2

1.6

1.9

2.2

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

FM204

FM205

FM206

FM207

FM208

FM209

FM210

ユニットの�
呼び番号�

取付け�
ボルト�
の呼び�

軸受の�
呼び番号�

軸受箱の�
呼び番号�

ユニット�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm

mm

軸
　
径�

 20

 25

 30

 35

 40

 45

 50

F-UCPM204/LP99

F-UCPM205/LP99

F-UCPM206/LP99

F-UCPM207/LP99

F-UCPM208/LP99

F-UCPM209/LP99

F-UCPM210/LP99

33.3

36.5

42.9

47.6

49.2

54

57.2

M10

M14

M16

0.6

0.7

1.0

1.3

1.8

2.1

2.5

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

PM204

PM205

PM206

PM207

PM208

PM209

PM210

H

120

130

155

161

171

180

195

95

105

121

127

137

146

159

30

36

38

40

45

12

17

19

14

20

22

11

12

13

14

16

64

70

82

92

98

105

114

42

54

52

60

65

31

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

12.7

14.3

15.9

17.5

19

L J A N N1 H1 H2 L1 B S

ユニット用軸受箱の精度（JIS B 1559）�

1.軸受箱の球状軸受座の内径の許容差及び許容値�

軸受箱の呼び番号�
（PM, FM）�

204

205～208

209，210

球状軸受座の平面内�
平均内径の寸法差�

∆Dam

上� 下�
＋14

＋18

＋22

－11

－12

－13

公差域クラスJ7
単位　μm

軸受箱の呼び番号�

PM204～PM210 ±0.15

取付底面から球状軸受座中心�
までの距離の寸法差�

∆Hs

2.ピロー形軸受箱の心高の許容差�

ピロー形ユニット　F-UCPM2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

A

B
S

H

SφDa

J

L

H1

H

12
0°

N1

L1

N H2

単位　mm

ひしフランジ形ユニット　F-UCFM2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

ユニット用軸受箱の精度（JIS B 1559）�

3.ひしフランジ形軸受箱の許容差�

■止ねじの推奨締付トルク�

112

127

145

158

172

180

189

H

90

99

117

130

144

148

157

J

15

16

18

19

21

22

A2

10

12

13

A1

25.5

26.5

30

32

35

36

37

A

12

16

19

N

60

68

80

90

100

108

115

L

33.3

35.8

40.2

44.4

51.2

52.2

54.6

A0

31   

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

B

12.7

14.3

15.9

17.5

19

S

FM204～FM210 ±0.5

取付ボルト穴の�
位置度公差�

X

0.7

204, 205
206
207

208～210

軸受の呼び番号�
（F-UC）�

M5×0.8

M6×0.75

M8×1

3.9{40}
4.9{50}
5.8{60}
7.8{80}

φX

単位　mm

M

J

B

S

A1

A2

A

A0

J

H

N

L

12
0°

A2

軸受箱の�
呼び番号�

止ねじの呼び�
（Wポイント）�

止ねじ締付トルク�
（最大）N･m｛kgf･cm｝�

取付面から球状軸受座中心�
�までの距離の寸法差

∆A2S

ステンレス製ユニット用玉軸受　F-UC2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

ユニット用玉軸受の精度（JIS B 1558）�

1.内輪の精度� 2.外輪の精度�

軸受の�
呼び番号�
（F-UC）�

平面内平均不同�
�

Vdp

平面内平均内径�
�

∆dmp

内輪幅の寸法差�ラジアル振れ�
�Kia�

�（参考）�
∆Bs

（参考）�

204～206
207～210

上� 下� 最大� 最大�

＋18
＋21

0

上� 下�

0 －120
18
20

12
 14

単位　μm

軸受の�
呼び番号�
（F-UC）�

平均外径の寸法差�
�

∆Dmp

ラジアル振れ�
�Kea�

�（参考）�

204
205～208
209，210

上� 下� 最大�

0
＋11
＋13
＋15

20
25
35

単位　μm

ds

C G

S S1

B

d4dSφD

r

封入グリース銘柄�
ハイテンプ　フード　グレード　グリース�

使用温度範囲�
－20～＋110°C

用　　途�
食品機械、一般�

備　　考�
アメリカ農務省（USDA）のH-1規格合格グリース�

①耐熱仕様の軸受では最高200℃まで使用できます。�

②�
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 35
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 50

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

20

25

30

35

40

45

50

d

47

52

62

72

80

85

90

D

31   

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

B

17

19

20

21

22

24

C

1

1.5

rs min

12.7

14.3

15.9

17.5

19

S

18.3

19.8

22.2

25.4

30.2

32.6

S1

4.5

5

6

8

9

G

M5×0.8

M6×0.75

M8×1

ds

29.6

33.9

40.8

46.8

53

57.5

62.4

d4

9.9
{1010}

10.8
{1100}

15.0
{1530}

19.7
{2010}

22.4
{2280}

25.2
{2570}

27.0
{2750}

6.65
{680}

7.85
{800}

11.3
{1150}

15.3
{1560}

17.8
{1820}

20.4
{2080}

23.2
{2370}

0.17

0.20

0.33

0.49

0.65

0.70

0.80

注1）軸受の基本動定格荷重Crは，従来の軸受鋼製ユニット用玉軸受とは異なります。�
備考）食品機械用のグリースを封入した軸受も製作している。この場合は呼び番号の後に記号“L458”が付く。例 F-UC204D1/L458

Cr Cor

軸受の�
呼び番号�

軸受�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm
　基本動1）�
定格荷重�

基本静�
定格荷重�

mm

kN�
{kgf}

軸
　
径�

ユニットの�
呼び番号�

取付け�
ボルト�
の呼び�

軸受の�
呼び番号�

軸受箱の�
呼び番号�

ユニット�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm

mm

軸
　
径�

止ねじを締め過ぎると内輪割れに至る場合がありますので，下表
の締付トルク値を目安にして2個の止ねじを均等に締め付けてく
ださい。�

玉軸受ユニット ステンレスシリーズ� 玉軸受ユニット ステンレスシリーズ�
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F-UCFM204/LP99

F-UCFM205/LP99

F-UCFM206/LP99

F-UCFM207/LP99

F-UCFM208/LP99

F-UCFM209/LP99

F-UCFM210/LP99

M10

M14

M16

0.5

0.6

0.9

1.2

1.6

1.9

2.2

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

FM204

FM205

FM206

FM207

FM208

FM209

FM210

ユニットの�
呼び番号�

取付け�
ボルト�
の呼び�

軸受の�
呼び番号�

軸受箱の�
呼び番号�

ユニット�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm

mm

軸
　
径�

 20

 25

 30

 35

 40

 45

 50

F-UCPM204/LP99

F-UCPM205/LP99

F-UCPM206/LP99

F-UCPM207/LP99

F-UCPM208/LP99

F-UCPM209/LP99

F-UCPM210/LP99

33.3

36.5

42.9

47.6

49.2

54

57.2

M10

M14

M16

0.6

0.7

1.0

1.3

1.8

2.1

2.5

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

PM204

PM205

PM206

PM207

PM208

PM209

PM210

H

120

130

155

161

171

180

195

95

105

121

127

137

146

159

30

36

38

40

45

12

17

19

14

20

22

11

12

13

14

16

64

70

82

92

98

105

114

42

54

52

60

65

31

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

12.7

14.3

15.9

17.5

19

L J A N N1 H1 H2 L1 B S

ユニット用軸受箱の精度（JIS B 1559）�

1.軸受箱の球状軸受座の内径の許容差及び許容値�

軸受箱の呼び番号�
（PM, FM）�

204

205～208

209，210

球状軸受座の平面内�
平均内径の寸法差�

∆Dam

上� 下�
＋14

＋18

＋22

－11

－12

－13

公差域クラスJ7
単位　μm

軸受箱の呼び番号�

PM204～PM210 ±0.15

取付底面から球状軸受座中心�
までの距離の寸法差�

∆Hs

2.ピロー形軸受箱の心高の許容差�

ピロー形ユニット　F-UCPM2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

A

B
S

H

SφDa

J

L

H1

H

12
0°

N1

L1

N H2

単位　mm

ひしフランジ形ユニット　F-UCFM2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

ユニット用軸受箱の精度（JIS B 1559）�

3.ひしフランジ形軸受箱の許容差�

■止ねじの推奨締付トルク�

112

127

145

158

172

180

189

H

90

99

117

130

144

148

157

J

15

16

18

19

21

22

A2

10

12

13

A1

25.5

26.5

30

32

35

36

37

A

12

16

19

N

60

68

80

90

100

108

115

L

33.3

35.8

40.2

44.4

51.2

52.2

54.6

A0

31   

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

B

12.7

14.3

15.9

17.5

19

S

FM204～FM210 ±0.5

取付ボルト穴の�
位置度公差�

X

0.7

204, 205
206
207

208～210

軸受の呼び番号�
（F-UC）�

M5×0.8

M6×0.75

M8×1

3.9{40}
4.9{50}
5.8{60}
7.8{80}

φX

単位　mm

M

J

B

S

A1

A2

A

A0

J

H

N

L

12
0°

A2

軸受箱の�
呼び番号�

止ねじの呼び�
（Wポイント）�

止ねじ締付トルク�
（最大）N･m｛kgf･cm｝�

取付面から球状軸受座中心�
�までの距離の寸法差

∆A2S

ステンレス製ユニット用玉軸受　F-UC2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

ユニット用玉軸受の精度（JIS B 1558）�

1.内輪の精度� 2.外輪の精度�

軸受の�
呼び番号�
（F-UC）�

平面内平均不同�
�

Vdp

平面内平均内径�
�

∆dmp

内輪幅の寸法差�ラジアル振れ�
�Kia�

�（参考）�
∆Bs

（参考）�

204～206
207～210

上� 下� 最大� 最大�

＋18
＋21

0

上� 下�

0 －120
18
20

12
 14

単位　μm

軸受の�
呼び番号�
（F-UC）�

平均外径の寸法差�
�

∆Dmp

ラジアル振れ�
�Kea�

�（参考）�

204
205～208
209，210

上� 下� 最大�

0
＋11
＋13
＋15

20
25
35

単位　μm

ds

C G

S S1

B

d4dSφD

r

封入グリース銘柄�
ハイテンプ　フード　グレード　グリース�

使用温度範囲�
－20～＋110°C

用　　途�
食品機械、一般�

備　　考�
アメリカ農務省（USDA）のH-1規格合格グリース�

①耐熱仕様の軸受では最高200℃まで使用できます。�

②�

 20

 25

 30

 35

 40

 45

 50

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

20

25

30

35

40

45

50

d

47

52

62

72

80

85

90

D

31   

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

B

17

19

20

21

22

24

C

1

1.5

rs min

12.7

14.3

15.9

17.5

19

S

18.3

19.8

22.2

25.4

30.2

32.6

S1

4.5

5

6

8

9

G

M5×0.8

M6×0.75

M8×1

ds

29.6

33.9

40.8

46.8

53

57.5

62.4

d4

9.9
{1010}

10.8
{1100}

15.0
{1530}

19.7
{2010}

22.4
{2280}

25.2
{2570}

27.0
{2750}

6.65
{680}

7.85
{800}

11.3
{1150}

15.3
{1560}

17.8
{1820}

20.4
{2080}

23.2
{2370}

0.17

0.20

0.33

0.49

0.65

0.70

0.80

注1）軸受の基本動定格荷重Crは，従来の軸受鋼製ユニット用玉軸受とは異なります。�
備考）食品機械用のグリースを封入した軸受も製作している。この場合は呼び番号の後に記号“L458”が付く。例 F-UC204D1/L458

Cr Cor

軸受の�
呼び番号�

軸受�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm
　基本動1）�
定格荷重�

基本静�
定格荷重�

mm

kN�
{kgf}

軸
　
径�

ユニットの�
呼び番号�

取付け�
ボルト�
の呼び�

軸受の�
呼び番号�

軸受箱の�
呼び番号�

ユニット�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm

mm

軸
　
径�

止ねじを締め過ぎると内輪割れに至る場合がありますので，下表
の締付トルク値を目安にして2個の止ねじを均等に締め付けてく
ださい。�

玉軸受ユニット ステンレスシリーズ� 玉軸受ユニット ステンレスシリーズ�



 20

 25

 30

 35

 40

 45

 50

F-UCFM204/LP99

F-UCFM205/LP99

F-UCFM206/LP99

F-UCFM207/LP99

F-UCFM208/LP99

F-UCFM209/LP99

F-UCFM210/LP99

M10

M14

M16

0.5

0.6

0.9

1.2

1.6

1.9

2.2

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

FM204

FM205

FM206

FM207

FM208

FM209

FM210

ユニットの�
呼び番号�

取付け�
ボルト�
の呼び�

軸受の�
呼び番号�

軸受箱の�
呼び番号�

ユニット�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm

mm

軸
　
径�

 20

 25

 30

 35

 40

 45

 50

F-UCPM204/LP99

F-UCPM205/LP99

F-UCPM206/LP99

F-UCPM207/LP99

F-UCPM208/LP99

F-UCPM209/LP99

F-UCPM210/LP99

33.3

36.5

42.9

47.6

49.2

54

57.2

M10

M14

M16

0.6

0.7

1.0

1.3

1.8

2.1

2.5

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

PM204

PM205

PM206

PM207

PM208

PM209

PM210

H

120

130

155

161

171

180

195

95

105

121

127

137

146

159

30

36

38

40

45

12

17

19

14

20

22

11

12

13

14

16

64

70

82

92

98

105

114

42

54

52

60

65

31

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

12.7

14.3

15.9

17.5

19

L J A N N1 H1 H2 L1 B S

ユニット用軸受箱の精度（JIS B 1559）�

1.軸受箱の球状軸受座の内径の許容差及び許容値�

軸受箱の呼び番号�
（PM, FM）�

204

205～208

209，210

球状軸受座の平面内�
平均内径の寸法差�

∆Dam

上� 下�
＋14

＋18

＋22

－11

－12

－13

公差域クラスJ7
単位　μm

軸受箱の呼び番号�

PM204～PM210 ±0.15

取付底面から球状軸受座中心�
までの距離の寸法差�

∆Hs

2.ピロー形軸受箱の心高の許容差�

ピロー形ユニット　F-UCPM2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

A

B
S

H

SφDa

J

L

H1

H

12
0°

N1

L1

N H2

単位　mm

ひしフランジ形ユニット　F-UCFM2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

ユニット用軸受箱の精度（JIS B 1559）�

3.ひしフランジ形軸受箱の許容差�

■止ねじの推奨締付トルク�

112

127

145

158

172

180

189

H

90

99

117

130

144

148

157

J

15

16

18

19

21

22

A2

10

12

13

A1

25.5

26.5

30

32

35

36

37

A

12

16

19

N

60

68

80

90

100

108

115

L

33.3

35.8

40.2

44.4

51.2

52.2

54.6

A0

31   

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

B

12.7

14.3

15.9

17.5

19

S

FM204～FM210 ±0.5

取付ボルト穴の�
位置度公差�

X

0.7

204, 205
206
207

208～210

軸受の呼び番号�
（F-UC）�

M5×0.8

M6×0.75

M8×1

3.9{40}
4.9{50}
5.8{60}
7.8{80}

φX

単位　mm

M

J

B

S

A1

A2

A

A0

J

H

N

L

12
0°

A2

軸受箱の�
呼び番号�

止ねじの呼び�
（Wポイント）�

止ねじ締付トルク�
（最大）N･m｛kgf･cm｝�

取付面から球状軸受座中心�
�までの距離の寸法差

∆A2S

ステンレス製ユニット用玉軸受　F-UC2形�
円筒穴形，止ねじ式　ルブガード®ベアリング�

ユニット用玉軸受の精度（JIS B 1558）�

1.内輪の精度� 2.外輪の精度�

軸受の�
呼び番号�
（F-UC）�

平面内平均不同�
�

Vdp

平面内平均内径�
�

∆dmp

内輪幅の寸法差�ラジアル振れ�
�Kia�

�（参考）�
∆Bs

（参考）�

204～206
207～210

上� 下� 最大� 最大�

＋18
＋21

0

上� 下�

0 －120
18
20

12
 14

単位　μm

軸受の�
呼び番号�
（F-UC）�

平均外径の寸法差�
�

∆Dmp

ラジアル振れ�
�Kea�

�（参考）�

204
205～208
209，210

上� 下� 最大�

0
＋11
＋13
＋15

20
25
35

単位　μm

ds

C G

S S1

B

d4dSφD

r

封入グリース銘柄�
ハイテンプ　フード　グレード　グリース�

使用温度範囲�
－20～＋110°C

用　　途�
食品機械、一般�

備　　考�
アメリカ農務省（USDA）のH-1規格合格グリース�

①耐熱仕様の軸受では最高200℃まで使用できます。�

②�

 20

 25

 30

 35

 40

 45

 50

F-UC204D1/LP99

F-UC205D1/LP99

F-UC206D1/LP99

F-UC207D1/LP99

F-UC208D1/LP99

F-UC209D1/LP99

F-UC210D1/LP99

20

25

30

35

40

45

50

d

47

52

62

72

80

85

90

D

31   

34.1

38.1

42.9

49.2

51.6

B

17

19

20

21

22

24

C

1

1.5

rs min

12.7

14.3

15.9

17.5

19

S

18.3

19.8

22.2

25.4

30.2

32.6

S1

4.5

5

6

8

9

G

M5×0.8

M6×0.75

M8×1

ds

29.6

33.9

40.8

46.8

53

57.5

62.4

d4

9.9
{1010}

10.8
{1100}

15.0
{1530}

19.7
{2010}

22.4
{2280}

25.2
{2570}

27.0
{2750}

6.65
{680}

7.85
{800}

11.3
{1150}

15.3
{1560}

17.8
{1820}

20.4
{2080}

23.2
{2370}

0.17

0.20

0.33

0.49

0.65

0.70

0.80

注1）軸受の基本動定格荷重Crは，従来の軸受鋼製ユニット用玉軸受とは異なります。�
備考）食品機械用のグリースを封入した軸受も製作している。この場合は呼び番号の後に記号“L458”が付く。例 F-UC204D1/L458

Cr Cor

軸受の�
呼び番号�

軸受�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm
　基本動1）�
定格荷重�

基本静�
定格荷重�

mm

kN�
{kgf}

軸
　
径�

ユニットの�
呼び番号�

取付け�
ボルト�
の呼び�

軸受の�
呼び番号�

軸受箱の�
呼び番号�

ユニット�
質量�
kg�

（参考）�

寸　　法　mm

mm

軸
　
径�

止ねじを締め過ぎると内輪割れに至る場合がありますので，下表
の締付トルク値を目安にして2個の止ねじを均等に締め付けてく
ださい。�

玉軸受ユニット ステンレスシリーズ� 玉軸受ユニット ステンレスシリーズ�



5.用途�

優れた耐食性と潤滑性。低トルクでクリーンなユニットが登場。�

1.特長�

優 れ た 耐 食 性�

潤滑寿命が長い�

クリーンな環境維持�

軸受トルクが低い�

互　　換　　性�

食品機械，包装機械，繊維機械，化学機械等，主にクリーンな環境が望まれる用途に適している。�

本シリーズの標準はルブガード ベアリングですが，食品機械用グリースや耐熱用グリースなどの潤滑剤を封入した�
ステンレス製ユニットについては，NSKにご相談ください（玉軸受の備考参照）。�

マルテンサイト系ステンレス鋼（SUS440C相当品）�

マルテンサイト系ステンレス鋼（SUS440C）�

オーステナイト系ステンレス鋼（SUS304）�

ニトリルゴム�

マルテンサイト系ステンレス鋼（SUS410）�

オーステナイト系ステンレス鋼鋳鋼品（SCS13）�

軌　道　輪�

転　動　体�

スリンガ・保持器�

ゴムシール�

Wポイント止ねじ�

部　　品� 材　　料�

軸　受�

マルテンサイト系ステンレス鋼 SUS440C, SUS410 �

オーステナイト系ステンレス鋼 SUS304, SCS13�

高炭素クロム軸受鋼 SUJ2 �

炭素鋼・鋳鉄�

条　　件�

材　　料�

○�

◎�

△�

▲�

△�

◎�

▲�

×�

△�

◎�

▲�

×�

▲�

○�

×�

×�

▲�

◎�

×�

×�

×�

○�

×�

×�

×�

△�

×�

×�

大　気　中�

乾　気� 湿　気�

水　　　中�

自然水� 海　中� 硝　酸� 塩　酸�硫　酸�

酸�

備考）これらのデータは素材表面の腐食状況を確認したもので，防錆処理などによっては改善できる場合があります。�
　　　軸受としての液中使用は推奨できません。�

NSKステンレスシリーズは，ステンレス製の玉軸受とステンレス製の軸受箱を組合せ
たユニットで，一般の鋳鉄製ユニットにくらべ優れた耐食性を有しています。�
�
ルブガード®ベアリングは特殊固形潤滑剤を軸受内に封入した軸受です。固形潤滑剤は，
潤滑油と，潤滑油に親和性のあるポリオレフィン樹脂からなる固形状の材料で，潤滑
油を多量に含有しています。この固形潤滑剤からしみ出す油により，長時間の潤滑を
可能にしました。�
�
使用環境を油で汚さない。�
固形潤滑剤から長時間しみ出す油で潤滑でき，煩わしい給脂が不要です。�
�
低トルクを実現。�
軸受表面を特殊処理後，固形潤滑剤を充填することにより，未処理の当社従来品に比
べ転動体のスムーズな回転を可能にしました。�
（特許申請中）�
�
取付関係寸法はNSK従来品と同じです。国内他社のベアリングユニットとも互換性が
あります。�

2.材料�

3.許容温度範囲及び許容回転数�

4.耐食性�

6.特殊仕様�

ルブガード ベアリングは軸受外輪温度－15～80℃の範囲でご使用ください。また長時間使用する場合は60℃以下を推奨します。�
�dn値：12×104　　　〔dn＝軸受内径寸法d（mm）×使用回転数n（min－1）〕�
�注)この許容温度範囲と許容dn値は標準仕様（ルブガード ベアリング）の場合です。�
�　 この値を超えるものが必要な場合は，NSKにご相談ください。�

◎ 極めて良い　○ 良い　△ やや悪い　▲ 悪い　× 極めて悪い�

玉軸受ユニット ステンレスシリーズ�

軸　受　箱�

玉軸受ユニットステンレスシリーズ

富 士 営 業 所 TEL.0545-32-1550（代） FAX.0545-32-1551
沼 津 営 業 所 TEL.0559-21-0115（代） FAX.0559-21-3362
袋 井 駐 在 TEL.0538-43-0811（代） FAX.0538-43-0833

西日本カンパニー
大 阪 精 機 支 社 TEL.06-6945-8164（代） FAX.06-6945-8175
大 阪 第 一 支 社 TEL.06-6945-8154（代） FAX.06-6945-8173
大 阪 第 二 支 社 TEL.06-6945-8155（代） FAX.06-6945-8174
西日本カンパニー販売技術部 TEL.06-6945-8168（代） FAX.06-6945-8178
京 滋 支 社 TEL.075-341-4775（代） FAX.075-341-4745
兵 庫 支 社 TEL.0792-89-1521（代） FAX.0792-89-1675
四 国 支 社 TEL.089-941-2445（代） FAX.089-941-2538
中 国 支 社 TEL.082-285-7760（代） FAX.082-283-9491
九 州 支 社 TEL.092-451-5671（代） FAX.092-474-5060

滋 賀 営 業 所 TEL.077-552-8710（代） FAX.077-552-8388
高 松 営 業 所 TEL.087-866-4141（代） FAX.087-867-4660
福 山 営 業 所 TEL.0849-54-6501（代） FAX.0849-54-6502
福 山 東 営 業 所 TEL.0849-41-2975（代） FAX.0849-41-8279
岡 山 営 業 所 TEL.0862-44-4166（代） FAX.0862-44-4145
北 九 州 営 業 所 TEL.093-531-1861（代） FAX.093-531-6625
久 留 米 営 業 所 TEL.0942-44-8488（代） FAX.0942-44-8490
熊 本 営 業 所 TEL.096-367-7611（代） FAX,096-367-7631
西 条 駐 在 TEL.0824-23-9549（代） FAX.0824-23-9545
山 陰 駐 在 TEL.0852-52-5395（代） FAX.0852-52-5397
大 分 駐 在 TEL.097-558-8750（代） FAX.097-558-3671
南 九 州 駐 在 TEL.0995-48-8863（代） FAX.0995-48-8864

東 京 第 二 支 社 TEL.03-3779-7312（代） FAX.03-3779-7437
東 京 第 三 支 社 TEL.03-3779-7327（代） FAX.03-3779-7437
西 東 京 支 社 TEL.0426-23-5371（代） FAX.0426-24-5398
西 関 東 支 社 TEL.046-223-9911（代） FAX.046-223-9910
日 立 支 社 TEL.0294-36-3382（代） FAX.0294-35-8391
北 関 東 支 社 TEL.0276-48-1575（代） FAX.0276-48-1620
長 野 支 社 TEL.0266-58-8800（代） FAX.0266-58-7817
新 潟 支 社 TEL.025-247-0134（代） FAX.025-247-0140
東 北 支 社 TEL.022-261-3735（代） FAX.022-261-3768

札 幌 営 業 所 TEL.011-231-1400（代） FAX.011-251-2917
横 浜 営 業 所 TEL.045-335-2433（代） FAX.045-332-3738
宇 都 宮 営 業 所 TEL.028-624-5664（代） FAX.028-624-5674
甲 府 営 業 所 TEL.055-222-0711（代） FAX.055-224-5229
熊 谷 営 業 所 TEL.048-526-7101（代） FAX.048-526-7088
上 田 営 業 所 TEL.0268-26-6811（代） FAX.0268-26-6813
郡 山 営 業 所 TEL.024-934-8061（代） FAX.024-939-2455
鹿 嶋 駐 在 TEL.0299-82-6881（代） FAX.0299-82-6883

中部カンパニー
名 古 屋 支 社 TEL.052-571-6327（代） FAX.052-571-6396
名古屋精機支社 TEL.052-571-6408（代） FAX.052-571-6396
三 河 支 社 TEL.0566-98-7711（代） FAX.0566-98-3200
豊 橋 支 社 TEL.0532-61-3195（代） FAX.0532-63-4615
静 岡 支 社 TEL.054-237-0717（代） FAX.054-237-3047
北 陸 支 社 TEL.076-242-5261（代） FAX.076-242-5264

浜 松 営 業 所 TEL.053-411-7834（代） FAX.053-464-6968
静 岡 営 業 所 TEL.054-237-0717（代） FAX.054-237-3047

本 　 　 社 TEL.03-3779-7111（代） FAX.03-3779-7431
欧 　 米 　 部 TEL.03-3779-7120（代） FAX.03-3779-7433
ア ジ ア 総 本 部 TEL.03-3779-7121（代） FAX.03-3779-7433
東日本自動車第二部（大崎） TEL.03-3779-7361（代） FAX.03-3779-7439
東日本自動車第二部（名古屋） TEL.052-566-4633（代） FAX.052-566-4640
東日本自動車第一部（厚木） TEL.046-223-8881（代） FAX.046-223-8880
東日本自動車第三部（宇都宮） TEL.028-624-4270（代） FAX.028-624-4271
東日本自動車第三部（太田） TEL.0276-46-6410（代） FAX.0276-46-6444
中部日本自動車部（豊田） TEL.0565-31-1920（代） FAX.0565-31-3929
中部日本自動車部（浜松） TEL.053-456-1161（代） FAX.053-453-6150
西日本自動車部（広島） TEL.082-284-6501（代） FAX.082-284-6533
西日本自動車部（大阪） TEL.06-6945-8169（代） FAX.06-6945-8179

本 　 　 社 TEL.03-3495-8200（代） FAX.03-3495-8240

東日本カンパニー
東 京 精 機 支 社 TEL.03-3779-7291（代） FAX.03-3779-7435
東 京 第 一 支 社 TEL.03-3779-7324（代） FAX.03-3779-7437

このカタログの内容については、技術的進歩及び改良に対応するため製品の外観、仕様
などは予告なしに変更することがあります。なお、カタログの制作には正確を期するた
めに細心の注意を払いましたが、誤記脱漏による損害については責任を負いかねます。

NSK販売店

日本精工株式会社は、外国為替及び外国貿易法等により規制されている製品・
技術については、法令に違反して輸出しないことを基本方針としております。
規制に該当する当社製品を輸出される場合は、同法に基づく輸出許可を取得さ
れますようお願い致します。
なお、当社製品の輸出に際しては、兵器・武器関連用途に使用されることのな
いよう十分留意下さるよう合わせてお願い致します。

東京都品川区大崎1-6-3 日精ビル 〒141-8560
http://www.nsk.com

お問合せは―カタログ資料のご請求または、技術相談は、もよりの支社・営業所・駐在にお申し付けください。
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